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昭
辰
町
　
　

佐
々
木
良
可

町
で
は
、
来
年
４
月
に
開
室
予
定
の
「
地
域
図
書
室
」
の
愛
称
を

募
集
し
ま
す
。

新
し
い
五
城
目
小
学
校
敷
地
内
に
併
設
す
る「
地
域
図
書
室
」は
、

読
書
の
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
を
つ
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ぐ
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学
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場
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ま
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。
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。
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自
作
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発
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な
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も
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。
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町
内
在
住
者
か
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の
応
募
に
限
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ま
す
。
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愛
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意
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齢
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Ｆ
Ａ
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さ
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。
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。
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持
参
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場
合
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、
午
前
９
時
〜
午
後
９
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限
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ま
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。

▼
応
募
締
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月
31
日
㈯　
※
郵
送
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消
印
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効

▼
選
考
結
果
の
発
表　

�

愛
称
の
選
考
結
果
は
、
町
広
報
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
発
表
し
ま
す
。

▼
要
望
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�

愛
称
募
集
と
合
わ
せ
て
、
地
域
図
書
室
へ
の
ご
要

望
を
募
集
し
ま
す
。
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
の
場
合

は
、
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
☎
８
５
２
・
４
４
１
１
）

宝くじの社会貢献広報事業として行われている
「コミュニティ助成事業」の助成金を受け、雀舘
町内会、上山内自主防災会、帝釈寺自主防災会が
それぞれ活動用備品の整備を実施しました。

▼ �上山内自主防災会
　（地域防災組織育成助成事業）

　�　防災活動に使用するテント、
担架などを整備しました。

▼帝釈寺自主防災会
（地域防災組織育成助成事業）

　�　防災活動に使用するテント、
災害用毛布などを整備しました。

▼雀舘町内会
（一般コミュニティ助成事業）

　�　コミュニティ活動に使用するテ
ント、除雪機などを整備しました。

９月５日、五城目第一中学校で「五中祭」が開催さ
れました。
五中祭は、新型コロナウイルス感染症対策として、
参加者を生徒と教職員に限定。また、午前は体育祭、
午後は文化祭という日程で行われました。
生徒たちは、体育祭での全員リレーや文化祭での合
唱コンクールなど、それぞれの組やクラスの勝利のた
め、一丸となって各種目に取り組みました。

体育祭と文化祭を同時開催
五城目一中で「五中祭」

合唱コンクールでは、３年Ａ組が最優秀賞を受賞

100m走の成績上位者が競い合う「女子100m走ファイナル」

町消防署では、８月25日と26日の２日間、小倉
町内の小倉堤で水難救助訓練を実施しました。
訓練は、小型船舶免許を有する職員と水難救助を
担当する職員が、船外機付き救助用ゴムボートと小
型無人機ドローンを使用し、秋季の台風、降雨など
による水災害の発生時に、孤立した住民や水難救助
者を救出するために必要な操船技術と救助技術の向
上を目的として実施しました。
今後も、水難救助現場で安全・確実・迅速な活動
が行えるよう、訓練を重ねていきます。

安全・確実・迅速な人命救助活動のため
水難救助訓練を実施

救助用ゴムボートを使用しながら、水難事故現場で安全・確実・迅速
な救助活動を行うための訓練を実施しました。

みんなでバトンをつなぐ「全員リレー」

８月26日、県立五城目高等学校２年生を対象に、
キャリアガイダンスが行われました。
キャリアガイダンスは、多様な業種の方々からの仕
事に関する講話を通じ、生徒たちの職業選択の視野を
広げようというもので、県内14事業所の方々が学校
を訪問しました。
町内事業所の㈱セコーの講話を聞いた石井隆希さん
は、「私たちが安心して生活できるのは、建設関係の
人たちが、自然環境のことまでしっかり考えて、丁寧
に仕事をしているからだなと感じました」と感想を話
していました。

職業選択の視野を広げる
五城目高校でキャリアガイダンス

キャリアガイダンスでは、県内14事業所の方々がそれぞれの仕事
の内容・やりがいなどを生徒たちへ伝えました（写真は㈱セコー）


